
◆グローバルイノベーションを創出するビジネス環境の整備 
   うめきたに開設された知的創造拠点「ナレッジキャピタル」を中核に 

     人材・情報・資金が集積する「イノベーション・エコシステム」を形成 

     ⇒ 革新的な発想を生み出す起業家やベンチャー企業による継続的なイノベーション創出を実現 

イノベーションを加速するビジネス環境の革新 

・都心の高度な都市機能を基盤に、世界から認められるイノベーション創出拠点を形成する 

 大阪駅前の「うめきた開発」をインパクトとして、リスクマネー供給、ＭＩＣＥ機能、外国人の活躍基盤な

どの世界水準のビジネス環境を発信し、世界から資金、技術、情報、人材を呼び込む。 

◆都市空間の構造改革と連動したMICE・インバウド機能のグレードアップ 

   充実した都市機能を備える都心部を、民主導による国際水準の都市空間に構想改革を図る取組み 

    （→Ⅰを参照）にあわせて、MICE、インバウンド促進機能を図る 

     

◆企業が活動しやすいビジネス環境、資金環境整備 

   外資を含め起業・投資するための環境や、企業が日本国内においてイノベーションの創出が継続さ 

   れるための資金循環を構築する。 
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Ⅱ-④グローバルイノベーションを創出するビジネス環境の整備 

◆「イノベーション・エコシステム」のイメージ 

大学・研究機関 

エンジェル（資産家） 

ベンチャーキャピタリスト 

ビジネスパートナーを探索し、
チーム編成できる環境 

企業 

起業人材 
起業文化 市場 

メンター 
（起業成功者・指導者） 

場 

仕組み 

資金 

場 

資金 

イノベーション・ 

新ビジネスを創出 

場 

コンベンション・
展示施設 

ファンド組成の円滑化により
リスクマネーの供給を促進 

 
 
◎グローバルな市場をターゲットとした経済成長には、革新的な発想を生み出す起業家やベンチャー企業が継続的にイノベー
ションを創出できるビジネス環境が必要である。 

◎大阪駅北地区先行開発区域（うめきた）の知的創造拠点「ナレッジキャピタル」において、人材・情報・資金が集積する「イ
ノベーション・エコシステム」 を形成し、研究開発・事業化プロジェクトの創出を促進するとともに、ビジネスの国際展開支援
や外国人の国内でのビジネス環境の整備を進める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 「イノベーション・エコシステム」の形成を加速する規制改革・特例措置 
   ①法人設立に係る申請書類等の英語対応及び印鑑登録を不要とする規制緩和 
   ②企業版エンジェル税制の創設 
   ③寄附税制の拡充 
   ④研究開発税制の拡充（研究成果の展示に係る設備投資への適用など） 
   ⑤パテントボックス税制の創設    
   ⑥国際会議・展示会等の誘致・開催等のMICE事業にかかる手続きの簡素化、ビザ手数料の減免 
   ⑦民間金融機関からの融資に関する公的保証の制度創設 

国に求める措置 
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都市再生緊急整備地域 

日本一シンボル性の高いみどり 

都市格を高める「シンボル」 
としてのみどり 

日本一ビジネスが育つまち 

ビジネスチャンスが生まれる 
  国際的に最先端のビジネス拠点 

 

日本初の「ＢＩＤ」制度の導入 

官民協働によるまちの「経営」 
 

信頼性の高い強靭なまちづくり 

日本初の安全確保計画策定地域 
として、先導的な防災対策の実施 

 

特定都市再生緊急整備地域 

国際戦略総合特区 

うめきた先行開発区域のオープン 

 【提案中】 国家戦略特区 

2期区域での民間提案募集、2期開発の実現 

うめきたの発展イメージ 

うめきたを我が国
の国際競争力強

化の拠点に 

※ このイメージは、これまでの取組みを踏まえ、事務局で作成したものです。 
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